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ウェットフィーデングにおける肉豚の産肉能力に及ぼす特殊フスマの添加効果
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1 は じ め に

ウェットフィーデングはドライフィーデングに比べ,飼

料摂取量が増して発育性は向上するが,枝肉の背脂肪厚で

特に背部位の脂肪が厚くなる
1)。 そこで,ウ ェットフィー

デングにおける枝肉の背脂肪厚を防ぐため,飼料容積の多

い特殊フスマを利用して肉豚の肥育試験を行った。

2試 験 方 法

供試豚は系統造成途中世代豚のランドレース種雌豚で ,

対照区が14頭 ,試験 1区が13頭 ,試験 2区が13頭の計40頭

を用いた。試験構成は対照区が肉豚肥育用配合飼料 (表示

値,TDN77%,DCP12%)を ,試験 1区は肉豚肥育用配

合飼料に特殊フスマ (原物中 TDN68 5%、 DCP10 4%)

20%添加した飼料を,試験 2区は肉豚肥育用配合飼料に特

殊フスマ30%添加した飼料をそれぞれ給与した。特殊フス

マ添加飼料の栄養成分 (原物,計算働 は試験1区がTDN
753%,DCPl1 7%,試 験2区 はTDN74 3%,DCPl1 5

%であった。

本試験で供試したウェットフィーダーは 1頭日 (1120画

×直径360mm)で ,各区にそれぞれ 1基設置した。試験豚

は群飼 (1豚房当り7頭収容),不断給餌で管理 した。試

験は体重60kgか ら開始し,体重105kgで終了し,屠殺は105

kg到達後 1週間以内に当場にて湯はぎ法で行った。枝肉は

1日冷蔵庫で放冷後,産肉能力検定に準じて枝肉を調査 し

た。

調査は発育,飼料効率,枝肉形状,背 1旨肪の厚さ及び飼

料費について行った。

試験は1991年 8月 から11月 までと,1992年 7月 から10月

までの 2反復行い,統計処理は試験期間による調査成績を

補正して供試飼料を要因とする最小自乗法による分散分析

を行った。

3 試験結果及び考察

表 1に試験豚の発育と飼料効率を示した。 1日平均増体

重は試験 1区が661g,試験 2区が691gに対し,対照区が

71l gとやや優れていたが,区間で有意な差はなかった。

1日 当りの飼料摂取量は特殊フスマを添加した試験 1区 ,

試験 2区が2 69kg,2 65kgと 対照区に比べやや低下する傾

向を示し,ま た飼料要求率も試験 1区が408,試験 2 LXが

389と 対照区に比べやや劣る傾向を示したが,区間で有意

な差はなかった。

1日当りのTDN摂取量は特殊フスマを添加した試験 1

区,試験 2区が2 03kg,1 97kgと 対照区に比べやや少なかっ
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表2 枝肉の形状と脂肪厚
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ポークカラースタンダードによる測定。

異文字間で有意差あり (大文字 :P<001,小文字

たが,区間で差はなかった。また,増体 l kg当 り飼料費は

特殊フスマを添加した試験 1区,試験 2区が1409円 ,1377

円と有意に安かった。

表 2に試験豚の枝肉の形状と脂肪厚を示した。枝肉形状

では対照区と試験区の間で有意な差はなかった。枝肉の脂

肪厚は背 3部位 (カ タ,セ ,コ シ)の平均で,対照区力お 16

cm,試験区が2 74cl,試 験 2区 2 84cmと ,特殊フスマを添

加した試験区が対照区に比べ有意に薄かった。ランジル部

位と腹部位における脂肪厚は特殊フスマを添加した試験区

が対照区に比べ有意に薄かった。

このように,ウ ェットフィーデングにおいて飼料の容積

が多い特殊フスマを給与すると,枝肉の脂肪厚は薄くなる

ことが明らかになった。

ウェットフィーデングは肉豚が飼槽内で飼料と水を混合

して飼料を摂取するものである。また,肉豚は常時フィー

ダーを占拠することなく,全頭が充分に飼料を摂取してい

ることから,豚は食い足りた状態にあるといわれている
2)。

本試験で特殊フスマを添加した試験区は対照区に比べ ,

1日 当りの飼料摂取量がやや低下する傾向を示した。この

ことは試験区の肉豚は 1日 当りの摂取量が少ないにもかか

わらず,特殊フスマの飼料容積が多いために食い足りた状

態であることを示唆しているものと思われた。

また,特殊フスマを添加した試験区の飼料のTDN含量
は対照区で供試した肉豚肥育用配合飼料よりも少なかった

;P<005)。

ため, 1日 当りのTDN摂取量もやや少なかった。
このように,特殊フスマを添加したことから,飼料の容

積が増し,肉豚は1日当りの飼料摂取量が少ないにもかか

わらず食い足りた状態にあるが,飼料中のTDN含量が少
ないために背脂肪の付着に要するエネルギー量は減少し,

背脂肪の厚さが薄くなったものと思われた。

4 ま と め

ウェットフィーデングにおいて,肉豚肥育用配合飼料に

飼料容積の多い特殊フスマを添加して給与することにより,

枝肉の背脂肪厚 (カ タ,セ ,コ シの平均値)は肉豚肥育用

配合飼料で生産された豚枝肉に比べ,約10%薄 くなること

が明かになった。

今後は去勢豚を供試した試験,ま た背脂肪厚を防ぐため

特殊フスマに替わる原材料を添加した試験等について,更
に検討することが必要であると思われた。
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